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1．運営指導調査団派遣

1 － 1　調査団派遣の経緯と目的

ジャマイカの保健指標は、乳児死亡率11 ／ 1000（1996 年）や出生時の平均余命74 年（1996 年）

にみられるように、中南米諸国のなかでは比較的良好な水準にある。しかしながら高齢化および

生活様式の変化に伴う、高血圧症、糖尿病をはじめとする生活習慣病の増加が問題となっており、

また人口の 40％以上が居住する首都圏とその他地域との保健サービスの格差も大きい。ジャマイ

カ政府は保健医療政策のなかで、社会的経済的弱者を主要な対象としたプライマリー・ヘルス・ケ

アの充実に重点を置き、権限委譲を含む地方保健体制の強化に努めている。

かかる状況下、ジャマイカ政府は保健医療面で他地域よりも遅れている南部地域において、健

康教育と疾病予防に焦点をあて保健システムを強化すべく、わが国に対してプロジェクト方式技

術協力を要請し、1998 年 6 月より、①保健システムに関する評価と調査、②疾病予防活動モデル

の策定と実施、③健康教育に関する研修の実施、を活動内容とするプロジェクトを実施している。

現在プロジェクトにおいては調査活動（ベースラインサーベイ）を実施するとともに、詳細活動計

画案を 1999 年 3 月中に完成すべく、検討中である。

このような背景のもと、プロジェクトによるこれまでの活動結果を踏まえジャマイカ側関係者

と協議し、協力期間終了までの活動計画および方向性につき確認すること、特に 1999 年度年間計

画案策定に際して議論となった保健医療情報と健康教育に関する協力のあり方について検討する

ことを目的として運営指導調査団が派遣された。

1 － 2 　調査団の構成

　　　　　担　当 　　氏　名 　　　所　属

団長 総括・医療情報 羽田　隆吉 弘前大学 医学部 医療情報部 教授

団員 地域保健 若木　茂子 青森県 健康福祉部 地域福祉健康課 健康づくり推進監

団員 協力計画 岡村　昭夫 国際協力事業団 医療協力部 医療協力第二課 職員
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Beverley Elaine Wright マンチェスター郡　健康医療オフィサー

Sandra Parkinson Chambers マンチェスター郡　地方医療オフィサー

Dalcie Esmeda Stephenson マンチェスター郡　保健婦

Heather Wood Mullings マンチェスター郡　保健教育官

Alice Adina Carney マンチェスター郡　栄養官

Lorraine Marcella Kenlock 情報管理システム部　部長

Paulette Eliott ブラックリバー病院　病院長

Verte Belle Rose セントエリザベス郡　保健婦

Lois Robinson クラレンドン郡　マネージャー

Lona Salmon Baker メイペン病院　病院長

3）企画庁

Winston Anderson 技術協力地域企画部　部長

Denise Irving 二国間協力課　課長

Maxine Gray 二国間協力課　シニア・プログラム・オフィサー

（2）日本側関係者

1）在ジャマイカ日本大使館

松本　俊 大使

田辺　毅 二等書記官

2）JICA ジャマイカ駐在員事務所

金山　昌功 所長

小中　隆文 協力隊調整員

杵鞭　政樹 協力隊調整員

3）プロジェクト専門家

三田　禮造 チーフアドバイザー 長期専門家

齋藤　和子 健康診断 長期専門家

舘田　有佳子 健康教育 長期専門家

大町　敏行 業務調整 長期専門家
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